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新産地報告

兵庫県におけるミズコバギボウシの初記録

髙野温子1・朝井健史2・松本修二2

1  兵庫県立人と自然の博物館（〒669-1546  兵庫県三田市弥生が丘6丁目）
2  姫路市手柄山温室植物園（〒670-0972  姫路市手柄93番地 手柄山中央公園内）

Atsuko Takano (takano@hitohaku.jp), Takeshi Asai, Shuji Matsumoto:  
A new locality of Hosta longissima Honda × H. sieboldii (Paxton) J.W.Ingram f. spathulata (Miq.) 

W.G.Schmid (Asparagaceae) from Hyogo Prefecture, Japan

　2020年9月21日，筆者の松本と朝井が兵庫県加東市山国にあるため池の縁で，これまで見
かけたことがないギボウシを発見した．葉は長倒楕円形から披針形で基部は葉柄に流れるこ
と，花茎が非常に長くなること，個体数が多いが果実をつけた個体が見当たらず不稔である
と推察された．その時点で加東市の集団は花期が終了しており，花部形態の観察ができな
かった．そこで翌2021年8月5日と25日に改めて調査を行った．ため池の水際に広がる長さ
40m，幅0.5-5m 程の泥質湿地に，不明のギボウシ属植物200株程が群生していた（図1A，B）．
群生地の端には10数株のミズギボウシ Hosta longissima Honda ex F.Maek. が生育していた
が，他のギボウシ属植物は同一集団内にもため池の周囲にも見当たらなかった．不明のギボ
ウシ属植物は，葉は線状楕円形 - 長楕円形，同所的に生育するミズギボウシと比較して葉幅
が明らかに広く，葉長15-47cm，葉幅1.7-4.1cm（ミズギボウシの葉は線状披針形で葉幅1cm
以下），葉脈は3-5対，先端は鈍頭，花茎もより高く高さ67-89cm，花被は少し長い5cm 前
後，シュート当たりの花数も多かった（同3-5に対して，3-10）．花粉稔性を確認するため23
株から花を1花ずつ採取し，花粉をコットンブルーで染色して実体顕微鏡で観察を行った．ど
の花も花粉数が非常に少なく形も歪なものが多く，稔性のある花粉は数 -10％程度であった

（図1C）．対して同じ産地のミズギボウシは，ほぼ100％の高い花粉稔性（図1D）が確認され
た．8月25日の調査時には開花期を半ば過ぎていたが，不明のギボウシ属植物には全く結実が
みられなかった．不稔であることと他の形態的特徴から，バランギボウシ Hosta × alismifolia 
Maek. または芹沢（2009）が認めたミズギボウシとコバギボウシの雑種ミズコバギボウシ
Hosta longissima Honda × H. sieboldii (Paxton) J.W.Ingram f. spathulata (Miq.) W.G.Schmidの可
能性を疑った．バランギボウシは愛知県と岐阜県の県境にある三国山の岐阜県側で井波一雄
氏により発見された植物で（前川 1984），前川の原記載によれば，葉は狭倒披針形から倒披針
形，葉長50-65cm，幅4.5-6.5cm，葉脈は5-7対，花茎は高さ70-80cm，花被は長さ4-5cm とあ
る．芹沢（2009）は，バランギボウシをミズギボウシとオオバギボウシ H. sieboldiana (Lodd.) 
Engler またはキヨスミギボウシ Hosta kiyosumiensis F.Maek. の雑種と推定している．ミズコ
バギボウシは，ミズギボウシとコバギボウシが同所的にあるいは隣接して生育する場所に生
育する，どちらの種よりも大型で栄養的に繁殖して小群落状に生育し両種間の雑種と推定さ
れている（芹沢 2009）．芹沢の記載によると，ミズコバギボウシの葉身は線状楕円形 - 長楕
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円形，長さ6-20cm，幅1.2-6cm，先端は鋭頭でしばしばやや鈍端，葉脈は4-5対，花茎は長さ
40-120cm，花被は3.5-5.5cm である．バランギボウシとミズコバギボウシの相違点としては，
後者は葉がより細く葉脈が少ないこと，花がやや少ないことに言及している．
　不明ギボウシ属植物が雑種であることは花粉と種子の不稔性から明らかと考えるが，その
形成過程には周囲に産するギボウシ属2種と送粉昆虫が関与しているはずである．送粉昆虫
については，8月25日の現地調査時，午前10時 - 正午過ぎの2時間ほど予備的に観察を行っ
た．ギボウシ属植物に最も多く訪花したのはスジボソコシブトハナバチ Amegilla florea で，観

図1． 兵庫県産ミズコバギボウシ．A： 個体．B： 生育環境．C： ミズコバギボウシの花粉．D： ミズギ
ボウシの花粉．E： ミズコバギボウシに訪花するスジボソコシブトハナバチ．F： ミズコバギボウ
シに訪花するモンキアゲハ．G： ミズコバギボウシに訪花するキムネクマバチ．C，D はどちらも
コットンブルー染色，オリンパス CZX-7，倍率32倍で撮影．
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察時間の間ひっきりなしに複数頭の個体が訪花していた（図1E）．その他キイロスズメバチ
Vespa simillima xanthoptera が10数回，モンキアゲハ Papilio helenus とキムネクマバチ Xylocopa 

appendiculata circumvolans は各々5，6回の訪花を確認した（図1F，G）．Takahashi et al. (1993)
はギボウシ属植物にマルハナバチとハナアブの訪花を確認しているが，今回それらは確認で
きなかった．
　母種となる2種の候補として，兵庫県内にはギボウシ属植物は6分類群，オオバギボウシ，
キヨスミギボウシ，コバギボウシ，ミズギボウシの他，オヒガンギボウシ Hosta longipes 
(Franch. et Savat.) Matsum. var. aequinoctiiantha (Koidz. ex Araki) Kitam. とカンザシギボウ
シ H. capitata (Koidz.) Nakai が知られている（高野・高見 2015）．そのうちカンザシギボウ
シは通常石灰岩地の岩場，オヒガンギボウシは渓流沿いの岩上や樹上と（藤田 1976），不明
ギボウシ属植物の生育していた平野部のため池周辺湿地とは大きく異なる環境に生育してい
る．県内の分布をみても，オヒガンギボウシは一番近い産地が多可町の笠形山にあるが，こ
こは山中の滝つぼ周辺の岩上という環境で（高野・高見 2015），カンザシギボウシも隣接す
る三木市内に1ヶ所産地が知られるが，やはり渓流の岩上である（HYO C2-235072）．不明ギ
ボウシが発見された場所の周辺にはそのような環境は見当たらず，過去にこれら2種が周辺
にいた可能性は低い．さらにカンザシギボウシは開花期が6-7月であり（藤田 1976），8-9月
に開花期を迎えるミズギボウシとは雑種形成が困難と考えられる．
　残る4分類群について県内分布と形態変異を確認するため，兵庫県立人と自然の博物館

（HYO）所蔵の兵庫県産ギボウシ属標本を調査した．またバランギボウシとミズコバギボウ
シの形態的特徴の把握のため，愛知教育大学（AICH）所蔵の標本を検討した．
　不明ギボウシ属植物が見つかった兵庫県加東市は東播磨地域に属するが（地域区分につい
ては福岡ほか［1999］を参照），オオバギボウシの分布は県内では但馬，丹波，西播磨地域に
限られる（藤田ほか 2007）．キヨスミギボウシの分布は県内では摂津地域が中心で，東播磨
地域からは三木市吉川町産の標本が1点採集されていた．一方コバギボウシは西播磨地域を
除く兵庫県内各所に分布し（藤田ほか 2007），加東市産の標本は見当たらなかったものの近
隣の三木市，小野市，加西市から多く標本が採集されていた．葉身は長さ5-20cm，幅2-8cm，
狭楕円形から卵形，葉身基部は葉柄に流れ，先端部は尖鋭頭 - 鈍頭から尾状と変異幅が大き
い．ミズギボウシは但馬を除く全地域に分布していた．不明ギボウシ属植物の由来を考える
と，片親はミズギボウシ，もう片方の親はキヨスミとオオバギボウシよりも同じ地域に多産
するコバギボウシである可能性の方が高い．
　また AICH におけるバラン・ミズコバギボウシ標本調査の結果，加東市産の不明ギボウシ
属植物はバランギボウシよりも葉の幅が狭く，葉脈対の数も3-5対と少なく，葉の先端の形状
も鋭頭というよりは鈍端であることから，ミズコバギボウシにより形態的に近しいことが確
認された．以上のことから，不明ギボウシ属植物は，その由来と現在みられる形態的特徴を
考えあわせて，ミズコバギボウシと同定するのが妥当と考える．
　ミズコバギボウシはこれまで愛知県，岐阜県，高知県，宮崎県から生育が知られているが

（芹沢 2009），兵庫県からの報告は初となる．

　芹沢俊介 愛知教育大学名誉教授には，AICH 所蔵のバランギボウシ及びミズコバギボウシ
標本の閲覧に際しお世話になりました．黒崎史平 頌栄短期大学名誉教授，並びに京都大学 
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布施静香氏には，本稿執筆の際に数々のご助言を頂きました．本稿の査読をされた方からは
本稿の改訂に有益なコメントを頂戴しました．これらの方々に厚く御礼申し上げます．

証拠標本
JAPAN. Hyogo Pref.: Yamaguni, Kato-shi, S. Matsumoto s.n. (HYO), ibidem, A.Takano et al. 

210805-2 (HYO), ibidem, A. Takano 210825-1 (HYO).
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